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応用行動分析が授業づ くり， 学級づ くりに貢献で きるこ と
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【企画趣旨】村中智彦 ・小沼順子

　従来の 学校現場に お い て ，応用行動分析の普及は，
一

部の研修を積んだ教師の個人的な関心 に支え られ
て い た ように 思われ る。応用行動分析を支える原 理 の

オペ ラン ト条件づけや専門用語の難解 さ，明快すぎる

解釈 へ の 学校現場 の ア レ ル ギー
は未だに根強い よ う

に思われ る。 また ， 学校現場で は ， 実証的で確かなア

セ ス メ ン トや教育成果が必ず しも優先され る わ けで

はな い 。 観察，測定の困難な児童生徒の情緒や内面の

育ち，また教師個 々 の多様な価値観に 基 づ く文援方略
の 選択が貴重 とされる。 発達段階に基づ くボ トム ア ッ

プ型 の支援方略が重視され，課題解決型の 応用行動分
析の ア プ ロ ーチが馴染まない

一
面 もあっ た。

　 しか し，近年では，積極的行動支援 （PBS ）や学級
規模介入 に代表され る よ うに

， 応用行動分析に基づ く

実践や臨床研究は数多く報告され るよ うになっ た。F
AI をは じ め と し て ア セ ス メ ン トツー

ル や マ ニ ュ ア ル

本も多く出版 されるよ うになっ た。こ うした応用行動
分析の 学校現揚へ の 急速な広がりの 背景には，三項随

伴性を柱 とする学習や行動 （生起）の理解や解釈の明
快さ，確実な教育成果な どがあ る と考えられ る が，

一

方で ，学校の授業や教育活動で展開される児童生徒の

学習参加や教師との 関わり，仲間同士 の 育ち合 い に見
られ る教育事象の分析が十分 に行われ て い るの か と

い う課題は従来か ら指摘 され て い るe 多様で複雑に交
差する独立変数が児童生徒の 参加や逸脱行動に影響
を与える授業場面にお い て，関数関係がどこまで明 ら
かにな っ て い るの か ， 応用行動分析に基 づ く成果 の 検
証や裏付 け，点検作業は今後 の 課題 で あろ う。

　本シ ン ポジ ウム で は，特別支援学校や小中学校で の

授業の 中で 生じ る児童生徒の 学習参加，対教師や仲間

同士 の 関わ りの 「分析」 「ア セ ス メ ン ト」 に焦点 を当
てた 3 つ の 実践を話題提供する e 井澤氏 （兵庫教育大

学）と加藤氏 （上越教育大学）の指定討論を踏まえて ，

応用行動分析が学校で の 授業や学級経営に 貢献で き
るため の視点や課題 ， 大学や学校現場それぞれ に求め

られ る研究上 の役割に つ い て幅広 く議論を行い た い 。

【話題提供】平澤真梨奈
小集団指導における仲間 同士のや りと り行動の分析
　知的障害児や 自閉症児の 小 集団指導 で は，仲間同士 の

や り とりが成立 しに くい
。 6〜8歳 の 知的障害及び自閉症

児5名を対象に，大学の 指導室におい て，特別支援学校や

支援学級の朝の会をシ ミ ュ レー トしたノ」喋 団指導を実施
して，仲間同士の や りと り機会を漸次設定した。仲間同士

の や りとり行動にっ い て，一斉指示及 び個別指示機会と，
発表及び応答行動の 観 点か ら詳細に分析し，どの よ うな

特徴が認められ るの か，どんな手続きを適用すれば発表
及U 弥 答行動 が高ま る の か に つ い て 検討 した。シ ン ポで

は，本研究の 成果を示すとと もに，大学で の 成果や課題を

学校現場 で の 授業づ くりに どの よ うに還元 し
，

フ ィ
ー

ド
バ ッ クして い くの か 研究機関に求められ て い る役割に

つ い て提案す る。

【話題提供】藤原洋樹
中学校の

一
斉授業に おける生徒の 逸脱行動の 分析

　地域の 公 立A 中学校の
一

斉授業に お い て ，生徒 の 逸
脱行動の調査を行っ た。生徒数600人規模のA 中学校
は，生徒指導の 困難な生徒が多く在籍する教育困難校
であっ た。2学年（5学級）の 数学 の

一
斉授業を対象に，

時間サンプ リン グ法を用い て逸脱行動を観察 記録 し

た
。 そ の 結果 ， 観察機会の 全て で逸脱行動 が 認 め られ

た生徒は学年全体 の 4％に過 ぎず ，

一度も逸脱行動が

認 められ なか っ た生徒は全体の 過半数を占めてい た 。

まずは授業に参加 して い る多くの 生徒に着 目し，学級
や集団全体を支える視点が必要で ある こ とを学校に

提案した 。 生徒の逸脱行動と授業場面 との 関連を見る

と，「教師の話を聞く」場面に お い て ，内職（手紙や落書
き，読書など）が増加 し，「問題を解 く」「黒板をノ

ー ト
に写す」場面の 2倍以上になる こ とがわか っ た。また，
机に顔 を伏せて寝る逸脱行動 を示す生徒では ，

一度も

授業に参加 しなレ噸 向が顕著であっ た。授業展開で は，
教示 を聴く活動 と ， 問題 を解く， ノ

ー
トに写すなどの

作業活動を上手 く組み合わせる こ とで，生徒の 逸脱行

動が減り，学習参加が促 され る可能陛が示唆された 。

【話題提供】道城裕貴
通常学級におい て 目標設定とセ ル フ モ ニ タ リングが児童

の 聴 く行動に及ぼす影響
　通常学級 に おい て学級全体の 目標設定及び フ ィ

ー
ドバ

ッ ク が 小学1年生 の児童の聴 く行動に及 ぼす効果を明ら
か にする こ とを 目的とした。公 立小学校の 通常学級 小学
1年生 の 児童37名 （男児2〔｝名，女児17名）が 研究に参加 し

た。標的行動は聴く行動であり，授業開始後10分の on −ta
sk 行動を観察 した

。
　 ABA デザイ ン を用 い

， 目標設定 とセ

ル フ モ ニ タリン グによる介入を行 っ た。児翻 Ilの 分析か

ら，べ 一
ス ライ ン の 段階で全 て の 児童にoff−task行動が 見

られた の で はなく， 5名 の 児童に特に多かっ た こ とが明 ら

か とな っ た。
べ 一

ス ラ イン か ら介入 に か けて，学級全体の

聴く行動が増加 し， 特別な教育的ニ
ーズ がある児童 の off

−task行動が減少 した e
つ まり，学級 づ くりあるい は学級

支援に お い て，特別な教育的 ニ ーズ がある子 ども達が在

籍す る通常学級に対 して ，学級全体の ア セ ス メ ン トが必

要である こ とが示唆された。
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